
No.1126-追36，1126-追37（修正） 前後比較資料（1/1） （1/1）

従前 見直 後

   道路   東法面中段    原図 記事欄（No.1126-追36，1126-追37） 修正

第1099回審査会合
資料1-4
調査データのトレーサビリティの確認結果
（  他 調査    変更箇所 元      一式）
4-271頁

第1099回審査会合 資料１-4に追記（青太枠）

No.1126-追36

⑩b N47°E21°SE

⑨ｂ N77°W2°S

No.1126-追37

No.1126-追36

⑩b N47°W21°SE

⑨ｂ N77°E2°S

No.1126-追37

添2-71



③最新活動面認定方法の見直しに伴う変更等について

添付資料３
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今回補正書において，先行プラントの審査実績等を踏まえて最新活動面認定方法の見直し※を行った結
果，変更等となった箇所についてとりまとめた。

※従来の肉眼観察（必要に応じてCT観察）による最新活動面の認定方法を見直し，美浜発電所，志賀原子力発
電所の審査においても取り入れられている方法（CTによる破砕部観察，薄片の顕微鏡観察による確認等，マ
クロからミクロにかけての情報を収集して認定する方法）を採用した。

また，最新活動面認定方法の見直しに伴い実施したCT観察において，破砕部範囲を見直した箇所につ
いても合わせて取りまとめた。

次頁以降に上記に伴うデータ取得により従前提示していたデータから変更となる箇所（38箇所）の一覧を
示す。
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K断層の連続性評価に関するデータ：トレーサビリティの確保に伴う変更箇所等一覧表（最新活動面の認定方法の見直し関連）

確認箇所 上端深度 下端深度
最-1 H24-B'-1 7.50 10.93 最新活動面位置 最新活動面認定方法の見直しにより，最新活動面を変更した。 変更 最新活動面確認結果 添3 - 6

最-2 H24-H-6-1 9.58 14.36 最新活動面位置 最新活動面認定方法の見直しにより，最新活動面を変更した。 変更 最新活動面確認結果 添3 - 14

最-3 H24-D1-1 45.91 48.28 破砕帯範囲
当該破砕部は，複数のせん断面が見られるため，CT画像を用いて破砕部
範囲を見直した結果に変更する。

変更 破砕部検討結果 添3 - 22

最-4 H24-D1-1 45.91 45.94 破砕部番号
①破砕部から抽出した3つの破砕部のうち一番浅い箇所であるため，①-1と
した。

副次的変更
（No.最-3に伴うもの）

- 添3 - 22

- H24-D1-1 45.91 45.94 最新活動面位置 新たに破砕部として認定したことから新規取得した。 - - -
- H24-D1-1 45.91 45.94 走向・傾斜 N12W 79W 新たに破砕部として認定したことから新規取得した。 - - -
- H24-D1-1 45.91 45.94 破砕幅 新たに破砕部として認定したことから新規取得した。 - - -

- H24-D1-1 45.91 45.94
断層ガウジ・断層角礫
の有無（肉眼）

新たに破砕部として認定したことから新規取得した。 - - -

- H24-D1-1 45.91 45.94
断層ガウジ・断層角礫
の有無（薄片）

新たに破砕部として認定したことから新規取得した。 - - -

- H24-D1-1 45.91 45.94
断層ガウジ・断層角礫
の有無（総合）

新たに破砕部として認定したことから新規取得した。 - - -

- H24-D1-1 45.91 45.94
断層ガウジ・断層角礫

の幅
新たに破砕部として認定したことから新規取得した。 - - -

- H24-D1-1 45.91 45.94
最新活動面の明瞭な
せん断構造・変形構造

新たに破砕部として認定したことから新規取得した。 - - -

- H24-D1-1 45.91 45.94 条線 新たに破砕部として認定したことから新規取得した。 - - -
- H24-D1-1 45.91 45.94 変位センス 正 左 新たに破砕部として認定したことから新規取得した。 - - -

最-5 H24-D1-1 45.91 48.28 破砕帯範囲
当該破砕部は，複数のせん断面が見られるため，CT画像を用いて破砕部
範囲を見直した結果に変更する。

変更 破砕部検討結果 添3 - 22

最-6 H24-D1-1 46.30 46.45 破砕部番号
①破砕部から抽出した3つの破砕部のうち浅部から2番目であるため，①-2
とした。

副次的変更
（No.最-5に伴うもの)

- 添3 - 22

- H24-D1-1 46.30 46.45 最新活動面位置 新たに破砕部として認定したことから新規取得した。 - - -
- H24-D1-1 46.30 46.45 走向・傾斜 N57E 33NW 新たに破砕部として認定したことから新規取得した。 - - -
- H24-D1-1 46.30 46.45 破砕幅 新たに破砕部として認定したことから新規取得した。 - - -

- H24-D1-1 46.30 46.45
断層ガウジ・断層角礫
の有無（肉眼）

新たに破砕部として認定したことから新規取得した。 - - -

- H24-D1-1 46.30 46.45
断層ガウジ・断層角礫
の有無（薄片）

新たに破砕部として認定したことから新規取得した。 - - -

- H24-D1-1 46.30 46.45
断層ガウジ・断層角礫
の有無（総合）

新たに破砕部として認定したことから新規取得した。 - - -

- H24-D1-1 46.30 46.45
断層ガウジ・断層角礫

の幅
新たに破砕部として認定したことから新規取得した。 - - -

- H24-D1-1 46.30 46.45
最新活動面の明瞭な
せん断構造・変形構造

新たに破砕部として認定したことから新規取得した。 - - -

- H24-D1-1 46.30 46.45 条線 新たに破砕部として認定したことから新規取得した。 - - -
- H24-D1-1 46.30 46.45 変位センス 正 ― 新たに破砕部として認定したことから新規取得した。 - - -

最-7 H24-D1-1 45.91 48.28 破砕帯範囲
当該破砕部は，複数のせん断面が見られるため，CT画像を用いて破砕部
範囲を見直した結果に変更する。

変更 破砕部検討結果 添3 - 22

最-8 H24-D1-1 47.64 47.75 破砕部番号
①破砕部から抽出した3つの破砕部のうち一番深い箇所であるため，①-3と
した。

副次的変更
（No.最-7に伴うもの)

- 添3 - 22

記載頁エビデンス資料分類

45.91～48.28m 45.91～45.94m

細粒部の下端
（深度差1cm未
満のため写真
上の矢印のみ
変更）

7.90m

No. 項目 変更等の理由
対象

従前のデータ 変更後

無

無

細粒部の上端

3.0cm

―

14.1

無

無

46.30～46.45m

46.45m

無

―

① ①-2

45.91～48.28m

37L

7.91m

無

―

45.94m

―

① ①-1

①

45.91～48.28m

①-3

47.64～47.75m

81R
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K断層の連続性評価に関するデータ：トレーサビリティの確保に伴う変更箇所等一覧表（最新活動面の認定方法の見直し関連）

確認箇所 上端深度 下端深度
記載頁エビデンス資料分類No. 項目 変更等の理由

対象
従前のデータ 変更後

最-9 H24-D1-1 47.64 47.75 破砕幅 破砕帯範囲の変更に伴い，破砕幅を再計測した値に変更する。
副次的変更

（No.最-7に伴うもの)
破砕幅計測結果 添3 - 22

最-10 H24-D1-1 60.12 60.15 最新活動面位置 最新活動面認定方法の見直しにより，最新活動面を変更した。 変更 最新活動面確認結果 添3 - 36

最-11 H24-D1-1 60.12 60.15 断層ガウジの幅 破砕部中にある2箇所の断層ガウジの幅の合計値に変更した。 変更
断層ガウジ・断層角礫の

幅計測結果
添3 - 36

最-12 H24-D1-1 68.84 69.00 破砕帯範囲
69.00m～69.20mについて，粘土脈が認められることからCT画像を用いて破
砕帯範囲を変更した。

変更 破砕帯検討結果 添3 - 45

最-13 H24-D1-1 68.84 69.20 最新活動面位置 破砕帯範囲の変更に伴い，最新活動面を改めて実施した結果に変更した。
副次的変更

（No.最-12に伴うもの）
最新活動面確認結果 添3 - 45

最-14 H24-D1-1 68.84 69.20 走向・傾斜 N31W 72NE N61W 83N 最新活動面の変更に伴い，走向・傾斜を再取得した結果に変更した。
副次的変更

（No.最-13に伴うもの）
走向・傾斜確認結果 添3 - 45

最-15 H24-D1-1 68.84 69.20 破砕幅 破砕帯範囲の変更に伴い，破砕幅を再計測した値に変更した。
副次的変更

（No.最-12に伴うもの）
破砕幅計測結果 添3 - 45

最-16 H24-D1-1 68.84 69.20
断層ガウジの特徴の
有無（肉眼）

変更後の破砕帯範囲に断層ガウジの特徴があることを確認した。
副次的変更

（No.最-12に伴うもの）
コア詳細観察結果 添3 - 45

最-17 H24-D1-1 68.84 69.20
断層ガウジ・断層角礫

の幅
変更後の最新活動面沿いの断層ガウジの幅の計測値に変更した。

副次的変更
（No.最-16に伴うもの）

断層ガウジ・断層角礫の
幅計測結果

添3 - 45

最-18 H24-D1-1 68.84 69.20
最新活動面の明瞭な
せん断構造・変形構造

変更後の最新活動面沿いの断層ガウジに対する観察結果に変更した。
副次的変更

（No.最-16に伴うもの）
明瞭なせん断構造・変
形構造の確認結果

添3 - 45

最-19 H24-D1-1 68.84 69.20 条線 変更後の最新活動面で取得した条線に変更した。
副次的変更

（No.最-13に伴うもの）
条線観察結果 添3 - 45

最-20 H24-D1-1 68.84 69.20 変位センス 逆 － － 左 最新活動面の変更に伴い，再作製した薄片による観察結果に変更した。
副次的変更

（No.最-13に伴うもの）
薄片観察結果 添3 - 45

最-21 H27-B-1 44.53 44.83 最新活動面位置 最新活動面認定方法の見直しにより，最新活動面を変更した。 変更 最新活動面確認結果 添3 - 71

最-22 H27-B-1 45.36 45.39 最新活動面位置 最新活動面認定方法の見直しにより，最新活動面を変更した。 変更 最新活動面確認結果 添3 - 79

最-23 H27-B-1 74.36 74.50 最新活動面位置 最新活動面認定方法の見直しにより，最新活動面を変更した。 変更 最新活動面確認結果 添3 - 87

最-24 H27-B-1 74.36 74.50 走向・傾斜 N41W 66W N15E 85W 最新活動面の変更に伴い，走向・傾斜を再取得した結果に変更した。
副次的変更

（No.最-23に伴うもの）
走向・傾斜確認結果 添3 - 87

最-25 H27-B-1 74.36 74.50 条線 最新活動面の変更に伴い，条線を再取得した結果に変更した。
副次的変更

（No.最-23に伴うもの）
条線観察結果 添3 - 87

最-26 H27-B-1 74.36 74.50 変位センス
最新活動面の変更に伴い，薄片試料を再作製し観察した結果に変更した。
なお，変位センスについては，第1099回審査会合で提示した左ずれ正断層
センスであった。

副次的変更
（No.最-23に伴うもの）

薄片観察結果 添3 - 87
薄片試料を再作製した結果に

変更

10.8cm

68.84～69.20m68.84～69.00m

68.93m 69.06m

60.12m 60.15m

0.1cm 0.2cm

7R85L

20.6cm

0.1cm

無

6.9cm

74.40m

44.68m44.66m

無

―

―

74.36m

52R 54R

細粒部の下端

細粒部の上端
（深度差1cm未
満のため写真
上の矢印のみ
変更）

有

233.4cm
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K断層の連続性評価に関するデータ：トレーサビリティの確保に伴う変更箇所等一覧表（最新活動面の認定方法の見直し関連）

確認箇所 上端深度 下端深度
記載頁エビデンス資料分類No. 項目 変更等の理由

対象
従前のデータ 変更後

最-27 H27-B-2 120.63 120.65 最新活動面位置 最新活動面認定方法の見直しにより，最新活動面を変更した。 変更 最新活動面確認結果 添3 - 100

最-28 H24-D1-2 12.38 12.97 最新活動面位置 最新活動面認定方法の見直しにより，最新活動面を変更した。 変更 最新活動面確認結果 添3 - 108

最-29 H24-D1-2 12.38 12.97 走向・傾斜 N14W 70W N11W 75W 最新活動面の変更に伴い，走向・傾斜を再取得した結果に変更した。
副次的変更

（No.最-27に伴うもの）
走向・傾斜確認結果 添3 - 108

最-30 H24-D1-3 34.23 34.52 最新活動面位置 最新活動面認定方法の見直しにより，最新活動面を変更した。 変更 最新活動面確認結果 添3 - 118

最-31 H27-B-４' 23.97 24.42 最新活動面位置 最新活動面認定方法の見直しにより，最新活動面を変更した。 変更 最新活動面確認結果 添3 - 127
最-32 H27-B-４ 108.44 108.71 最新活動面位置 最新活動面認定方法の見直しにより，最新活動面を変更した。 変更 最新活動面確認結果 添3 - 136

最-33 H27-B-４ 108.44 108.71 走向・傾斜 N20E 87E N39E 80SE 最新活動面の変更に伴い，走向・傾斜を再取得した結果に変更した。
副次的変更

（No.最-31に伴うもの）
走向・傾斜確認結果 添3 - 136

最-34 H27-B-４ 108.44 108.71 条線 最新活動面の変更に伴い，条線を再取得した結果に変更した。
副次的変更

（No.最-31に伴うもの）
条線観察結果 添3 - 136

最-35 H24-D1-5 10.19 10.21 最新活動面位置 最新活動面認定方法の見直しにより，最新活動面を変更した。 変更 最新活動面確認結果 添3 - 153

最-36 H24-D1-5 10.19 10.21 走向・傾斜 N12E 78W N14E 77W 最新活動面の変更に伴い，走向・傾斜を再取得した結果に変更した。
副次的変更

（No.最-35に伴うもの）
走向・傾斜確認結果 添3 - 153

最-37 H24-D1-5 47.47 47.89 最新活動面位置 最新活動面認定方法の見直しにより，最新活動面を変更した。 変更 最新活動面確認結果 添3 - 163

10.21m 10.20m

108.71m

24.24m

12.86m 12.87m

5L 22L

24.25m

108.44m

幅狭いオリー
ブ灰色部の上

端
（深度差1cm未
満のため写真
上の矢印のみ
変更）

幅狭いオリー
ブ灰色部の下

端

断層ガウジの
下端

断層ガウジの
上端

（深度差1cm未
満のため写真
上の矢印のみ
変更）

ガウジの上端

ガウジの下端
（（深度差1cm
未満のため写
真上の矢印の
み変更）
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No.最-1 概要 （1/8）

1. 変更内容 理由及 断層連続性評価  影響
 最新活動面 深度 7.90m 変更（No.最-1）
【理由】変更後 最新活動面認定方法 基  実施  結果 変更

【断層連続性評価への影響】なし

２．変更箇所

ａ 性状一覧表   写真上 最新活動面 示 矢印 位置 変更（No.最-
1）
ｂ 最新活動面 深度  7.90m  変更（No.最-1）（        見直 
により数値の記載なし）

ｃ         上 最新活動面 示 矢印 位置 変更（No.最-1）
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No.最-1（変更） 前後比較資料（1/2） （2/8）

従前 見直 後

H24-B -1深度7.50 10.93m 最新活動面 深度（No.最-1） 変更

第８３３回審査会合
机上配布資料２
敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造について
参考資料２ 性状一覧表
参考2-46頁

第833回審査会合 机上配布資料2に追記（青太枠）

ａ

ａ

（赤矢印位置）

No.最-1

ａ

ａ

（赤矢印位置）

No.最-1
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No.最-1（変更） 前後比較資料（2/2） （3/8）

従前 見直 後

H24-B -1深度7.50 10.93m 最新活動面 深度（No.最-1） 変更

第８３３回審査会合
机上配布資料１
敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造について
参考資料１ 薄片観察結果
参考1-53頁

第833回審査会合 机上配布資料1に追記（青太枠）

ｃ

ｃ

（赤矢印位置）

No.最-1

ｃ

ｃ

（赤矢印位置）

No.最-1
ｂ

ｂ
深度7.91m

No.最-1
（    見直    数値 記載  ）

ｂNo.最-1
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No.最-1（変更） 説明資料（1/5） （4/8）

H24-B -1深度7.50 10.93m 最新活動面 深度（No.最-1） 変更

• 変更後 最新活動面認定方法    ，H24-B’-1深度7.50 10.93m の破砕部における最新活動面は7.90m 断層面     最新活動面深度 変更   
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No.最-1（変更） 説明資料（2/5） （5/8）

H24-B -1深度7.50 10.93m 最新活動面 深度（No.最-1） 変更
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No.最-1（変更） 説明資料（3/5） （6/8）

H24-B -1深度7.50 10.93m 最新活動面 深度（No.最-1） 変更
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No.最-1（変更） 説明資料（4/5） （7/8）

H24-B -1深度7.50 10.93m 最新活動面 深度（No.最-1） 変更
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